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ごあいさつ

語 りと音楽の会 ともだちや 2024年春の公演を開催いたします。今回の公演では

宮澤賢治の「ざしき童子のはなし」「注文の多い料理店」のぶたつの物語を取 り上げ

ます。

今回取 り上げるお話は、いずれも賢治の自然に対する畏敬や親 しみ、好奇心が物

語の形で表れたものです。『ざしき童子のはなし』は柳田國男の遠野物語でも有名な

座敷重子のお話で、よく似たエピゾー ドが静かな筆遣いで描かれています。F注文の

多い料理店』はよく知 られたお話ですが、物語が進むにしたがって ドキ ドキするよ

うな展開が続いてい くのが実に見事な仕掛けで、文学 としての永遠の命を持ち続 け

ています。 どちらの作品も日に見えない物への憧れが独特の文体 を借 りて実に生き

生きと描かれています。

この二つのお話を、語 りと共に昔懐か しい小学校のリー ドオルガンと同じ発音原

理のオーボエという二つの楽器で表現いたします。この珍 しい楽器の組み合わせは、

お話の内容 と相まって聴 く人々に不思議な郷愁を呼び覚ます ことでしょう。皆さま

のご来場を心よりお待ち申し上げます。

■ 出演 語 りと音楽の会  ともだろや

4/27(土 )
14:30開場 15:00開演

場所/小金井宮地楽器ホール(小ホール)

料金/前売り2,500円 当日 2,800円
目のご不自由な方に同伴される介護者は

無料でご入場いただけます。

■主催/語 りと音楽の会 ともだあや

■後援/小金井市 小金井市教育委員会
小金井市商工会

■お問合せ こうち(090-9972-0474)
kOmacht2@dOcOmo.ne.,p

※この公演には小金井市の

小学校高学年 と中学校の

生徒 さんへの無料 ご招待

があります。詳しくは各学

校に配布 したチランをご

覧頂くか、主催者にお問い

合わせください。
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